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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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　令和₆年₁月17日（水）午後₁時45分から、レイボックホール（さいたま市民会館おおみや）大ホールにおい

て「令和₅年度集合狂犬病予防注射実施者講習会」を開催しました。

　この講習会は、埼玉県獣医師会が市町村との契約に基づき実施している集合狂犬病予防注射を的確に実施

するために開催するもので、「集合狂犬病予防注射実施要領」及び「同細部要領」に定められている教育研修に

位置付けられております。

　今回は、集合狂犬病予防注射実施予定者含めた約270名の方々にご参加いただきました。

開会
　小田匡史狂犬病予防委員会副委員長の司会により進行され、冒頭、能登半島地震で亡くなった方々に黙祷

を捧げました。大橋邦啓副会長の開会のあと、中村滋会長の集合狂犬病予防注射の歴史を含めた挨拶に続き、

来賓の髙橋三男名誉会長から現在も務めている日本獣医師会獣医師賠償責任保険中央審議会委員長として、

賠償責任保険の重要性と旭日小受章受章の御礼を含めた挨拶がありました。

令和₅年度集合狂犬病予防注射実施者講習会を開催

主催者挨拶　中村滋会長

左から　小田匡史狂犬病予防委員会副委員長（司会）、宗像俊太郎副会長、
　　　　　　　　  青山利雄狂犬病予防委員長、髙橋三男名誉会長（来賓）、小島梓先生（講師）

来賓挨拶　髙橋三男名誉会長
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講演
　始めの講演は「獣医療トラブルと獣医師賠償責任保険について」と題して、浜松町アウルス法律事務所の弁護

士、小島梓先生に講演していただきました。小島先生が所属するアウルス法律事務所では動物病院に関する多

くのトラブルの解決に携わっております。今回は豊富な経験事例に基づくトラブルへの対応方法や事前に防止

するために有用な話しをしていただくとともに、髙橋名誉会長がその実現に大変苦労された獣医師賠償責任保

険のクレームコンシェルについても具体的に解説していただきました。

　続いて、「獣医療広告ガイドラインの全部改正について」及び「動物病院におけるインボイス制度への対応に

ついて」を埼玉県獣医師会事務局の鴻巣泰専務理事が説明しました。

注意事項
　講演終了後、青山利雄狂犬病予防委員長から集合狂犬病予防注射の注意事項について次のとおり説明と指

示がありました。

　令和₃年₃月11日に改訂した「新型コロナウイルスの感染拡大防止に関する集合狂犬病予防注射実施時の注意

事項」については、昨年₅月に新型コロナウイルス感染症が₅類感染症に移行したため廃止し、従来どおりの集

合狂犬病予防注射として実施することとし、今後は新型コロナ関係資材の配布は行わないことが説明されました。

　また、注射会場でアナフィラキシーが起こった場合には、令和元年度の集合狂犬病予防注射実施者講習会に

おいてTRVA夜間救急動物医療センターの中村篤史先生が紹介された「アナフィラキシーかと思ったら　―蘇

生のために₃ステップ―」に基づいた処置が直ちにできるように事前準備をしておくよう指示がありました。

閉会
　宗像俊太郎副会長が閉会の辞を述べ、午後₃時15分に閉会となりました。

青山利雄狂犬病予防委員長

小島梓弁護士

900名以上収容の大ホール1階で間隔を空けた配席で開催

講演１　獣医療トラブルと獣医師賠償責任保険について
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　令和₆年₁月30日（火）午前10時から、さいたま市の「埼玉会館」において、令和₅年度埼玉県家畜保健衛生

業績発表会が開催されました。

　この発表会は、家畜衛生及び家畜管理技術の改善向上に資することを目的に埼玉県農林部が毎年度、開催

しているもので、農林部の獣医・畜産関係職員や埼玉県獣医師会等の関係者61名が参加して、県関係機関が

実施した事業や調査研究等に関する成果発表と活発な討議が行なわれました。

１　開会
　発表会は、清水博之畜産安全課主幹の司会で進行し、野澤裕子埼玉県食品衛生安全局長の主催者挨拶に続

き、助言講師及び来賓の方々が紹介されました。助言講師は、公益社団法人埼玉県獣医師会の中村滋会長、

日生研株式会社の平修次長、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門の岩丸祥

史グループ長、埼玉県農業技術研究センターの熊谷寛孝副所長、埼玉県熊谷家畜保健衛生所の窪田美佳所長

の₅名の先生方が出席しました。

令和₅年度埼玉県家畜保健衛生業績発表会開催報告

主催者挨拶をする
野澤裕子食品衛生安全局長（衛生支部）

助言講師の先生方
前列左から　中村滋会長、岩丸祥史動物衛生研究部門グループ長、平修日生研次長　
後列左から　窪田美佳熊谷家畜保健衛生所長、熊谷寛孝農業技術研究センター副所長

会場の様子
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₂　発表・討議
　発表は₃部で構成され、第₁部が「家畜保健衛生所の運営及び家畜保健衛生所の企画推進に関する業務」に
関するもので₆題の発表がありました。また、第₂部の「家畜保健衛生所及び病性鑑定施設における家畜の
保健衛生に関する試験及び調査成績」は₄題、第₃部の「家畜保健衛生所以外の畜産関係機関における試験、
研究、調査成績」は₂題で、合計12演題が発表されました。
　それぞれの発表終了後には、中村会長をはじめとする各助言講師から、熱心な質問や助言があり、活発な
討議が行なわれました。

₃　審査結果発表
　発表終了後、別室において助言講師による審査会が行われ、埼玉県代表と埼玉県獣医師会会長賞が選考さ
れました。
　審査会終了後、助言講師を代表して岩丸祥史グループ長から、埼玉県代表として関東甲信越ブロック業績
発表会に提出される演題の発表と講評がありました。

埼玉県代表演題
第₁部
　異なる家きんにおけるHPAI発生時の防疫対応について（熊谷家畜保健衛生所　松田友紀野　ほか）
　あひる農場における高病原性鳥インフルエンザ農場監視プログラムの国内₃例目適用事例について
� （中央家畜保健衛生所　杉山香奈　ほか）
第₂部
　県内で発生した高病原性鳥インフルエンザで認められた病理組織学的所見の鳥種間の比較
� （中央家畜保健衛生所　松本裕治　ほか）

　続いて、中村滋埼玉県獣医師会会長が挨拶を述べたあと、埼玉県獣医師会長賞の受賞者を発表しました。

埼玉県獣医師会長賞受賞演題
第₁部
　牛伝染性リンパ腫抵抗成牛を活用した清浄化対策
� （熊谷家畜保健衛生所　押尾麻貴　ほか）
　県内で発生した高病原性鳥インフルエンザ₄事例の防疫対応～通行規制及
び消毒ポイントの課題と対策～
� （川越家畜保健衛生所　春山優唯　ほか）
第₃部
　豚凍結受精卵を用いた遺伝的希少品種の群再構築手法の開発
� （農業技術研究センター　中村嘉之　ほか）

₄　表彰及び閉会
　審査結果の発表後、関東甲信越ブロック業績発表会への埼玉県代表に選出された₃名には渡辺畜産安全課
長から、また、埼玉県獣医師会長賞に選出された₃名については、中村滋会長から表彰状が授与され、午後
₄時30分に閉会となりました。

講評と獣医師会長賞の発表を行う
中村滋会長

4



埼玉県代表及び埼玉県獣医師会長賞の受賞者を囲んで
前列左から　中村嘉之先生、春山優唯先生、押尾麻貴先生　　　　　　　　　　　　　　　
中列左から　松田友紀野先生、松本裕治先生、杉山香奈先生　　　　　　　　　　　　　　
後列左から　熊谷寛孝副所長、平修次長、中村滋会長、岩丸祥史グループ長、窪田美佳所長
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鏡開きに中村滋会長が登壇
中村滋会長（右端）と各保健医療関連団体長

金井忠男埼玉県医師会長による主催者挨拶

　令和₆年₂月₃日（土）午後₆時から、パレスホテル大宮で開催された令和₆年埼玉県医師会新年会に中村

滋埼玉県獣医師会会長、髙橋三男埼玉県獣医師連盟理事長が保健医療関連団体長として参加いたしました。

　新年会には、国会議員や県議会議員、市町村長など多くのご来賓が招かれるなか、医師会会員をはじめ医

療関連団体など510名を超す方々が出席しました。

　主催者の金井忠男埼玉県医師会会長の挨拶と来賓代表の大野元裕埼玉県知事の挨拶、松本吉郎日本医師会

会長のビデオメッセージなどに続いて行われた「鏡開き」には中村会長も登壇されるなど、盛大な新年会とな

りました。

　狂犬病や高病原性鳥インフルエンザをはじめとする多くの人と動物の共通感染症の流行制御への関心や、

食品の安全性確保に関する意識が高まる中、医師と獣医師が緊密に連携し、安全で安心な社会を構築するこ

とが求められ、平成25年12月に「公益社団法人日本医師会と公益社団法人日本獣医師会の学術協力に関する

協定書」が締結され、翌年10月には「一般社団法人埼玉県医師会と公益社団法人埼玉県獣医師会の学術協力の

推進に関する協定書」を締結しました。その後、全国の地方獣医師会が同様の協定を締結しています。

　また、令和₄年11月には福岡県“One�Health”国際フォーラム2022+FAVAが福岡県福岡市で開催されるな

ど、獣医師会と医師会の連携が益々強まる中、埼玉県医師会や関連団体との交流を深めることができました。

令和₆年埼玉県医師会新年会に出席
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予　　告

埼玉県獣医師会学術講習会（北支部担当（Web開催））のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（7））

� 北支部長　山口　達也
学術委員会委員長　宗像俊太郎
北支部学術委員　山本　慎也

　北支部では昨年に引き続き、米国獣医画像診断学専門医の村上正紘先生（米国パデュー大学）に講習をお願
いしました。
　昨年は「嘔吐のレントゲン診断」と題して、腹部レントゲン検査の価値をもう一度見直すというコンセプト
のもと、米国獣医画像診断学専門医ならではの論理的かつ実践的な読影のアプローチについてお話していた
だきました。
　今回は、「超音波検査で私達は何を見ているのか？超音波物理学で理解するエコー源性の世界」と題して、
超音波の特性を理解することで見えてくる単なる「絵合わせ」ではない超音波診断についてお話していただき
ます。

日　時：　令和₆年₃月₆日（水）
　　　　　20：00 ～ 22：30

演　題：　「超音波検査で私達は何を見ているのか？超音波物理学で理解するエコー源性の世界」

講　師：　村上正紘　先生
　　　　　　（米国獣医画像診断学専門医、米国パデュー大学）

参加費：　無料

視聴方法：Zoom形式

申込方法：下記URLもしくはQRコードより事前登録をお願いいたします。（₂月28日（水）締切）
　　　　　https://forms.gle/uX7bHoRAtdQy6WD29
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埼玉県獣医師会学術講習会（さいたま市支部担当）のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（1）　小3（10））

� さいたま市支部長　大澤　　健
学術委員会委員長　宗像俊太郎

さいたま市支部学術委員　滝沢　直樹

　さいたま市支部では₁月にさいたま市の大宮クレールどうぶつ眼科の中泉直樹先生をお招きしての眼科の
セミナーを行いました。その第₂回目を₃月10日（日）に対面式で行います。先生と直接お目にかかれる良い
機会と思います。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　時：　令和₆年₃月10日（日）　

　　　　　13：30～16：30

場　所：　With Youさいたま

　　　　　埼玉県さいたま市中央区新都心2‐2 
　　　　　ホテルブリランテ武蔵野₄階
　　　　　第₁・第₂教室
　　　　　TEL　048‐601‐5555

演　題：　「犬猫の眼科診療について ₂」

講　師：　大宮クレールどうぶつ眼科　
　　　　　　院長　中泉　直樹　先生

参加費：　埼玉県獣医師会会員　無料
　　　　　会員以外の受講者　5,000円
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埼玉県獣医師会学術講習会（東支部担当（Web開催））のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（4）　小3（3））

� 東支部長　青山　利雄
学術委員会委員長　宗像俊太郎
東支部学術委員　笠次　良宣

　昨年11月29日にどうぶつの総合病院放射線科主任、米国獣医放射線学専門医（放射線腫瘍学）の塩満啓二郎
先生、同じくどうぶつの総合病院放射線科主任、米国獣医放射線学専門医（放射線腫瘍学）の吉川陽人先生の
お二人をお招きし、普段我々が接する機会の少ない放射線学について、放射線治療適応症例等を交え、実践
的に学ぶセミナーを開催いたしました。
　つきましては、録画した講演をWebにて配信し、最後に講師のお二人にご登場いただき、ライブで質問に
お答えいただく企画を行いたいと思います。
　放射線でどんなことができ、どこまでできるのかをお話しいただく目から鱗のセミナーです。この機会に
是非放射線治療について知識を身に付けていただきたいと思います。

日　時：　令和₆年₃月27日（水）
　　　　　20：30～22：30　

演　題：　「こんなことまでできる放射線治療　～あなたの知らない世界～」

講　師：　どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター　放射線科主任
　　　　　獣医師、米国獣医放射線学専門医（放射線腫瘍学）
　　　　　　塩満　啓二郎先生
　　　　　どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター　放射線科主任
　　　　　獣医師、博士（腫瘍生物学）、米国獣医放射線学専門医（放射線腫瘍学）
　　　　　　吉川　陽人先生

参加費：　無料

参加方法：�Zoom形式

申込方法：下記URLまたはQRコードより事前登録をお願いいたします
　　　　　　₃月20日（水）締め切り
　　　　　https://forms.gle/tSbYqLd4W2bdzQgn7
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埼玉県獣医師会学術講習会（さいたま市支部担当）開催報告

埼玉県獣医師会学術講習会（南支部担当（Web開催））開催報告

さいたま市支部長　大澤　　健

学術委員会委員長　宗像俊太郎

学術委員　滝沢　直樹

　さいたま市支部では令和₆年₁月21日（日）、さいたま市開業、大宮クレールどうぶつ眼科の中泉直樹先生
に「犬猫の眼科診療について」と題して対面講義をしていただきました。
　講義では眼科診察の流れやとらえ方、注意点、二次診療施設への紹介をすべき症例等についてお話しいた
だきました。各論として白内障と角膜潰瘍について原因、疫学、治療法などについて解説をしていただきま
した。参加者からは白内障患者へのインフォームドの進め方や再発性のネコのヘルペス性角膜炎などの管理
等について活発な質問がありました。
　なお今回の講義の第二回目を、₃月10日（日）に同会場にて行う予定です。

〈参加者内訳〉

南支部長　 藤井　忠之

学術委員会委員長　宗像俊太郎

学術委員　 溝口　俊太

　2024年₂月₆日（火）、南支部担当として日本獣医生命科学大学獣医学部獣医放射線学研究室・教授の長谷
川大輔先生にお願いして、Zoom形式のオンライン講習会を実施しました。
　「犬猫の脳血管障害の診断と治療」と題して、犬や猫における脳血管障害（脳出血・脳梗塞）について講演し
ていただきました。病態生理から臨床徴候、MRI所見、治療方法などについて豊富な症例を混えて、お話し
ていただきました。特に、犬と猫における脳血管支配の解剖学的な違いと注意点について、また脳血管障害
を引き起こす基礎疾患の診断の重要性について学ぶことができました。

〈参加者：会員56名〉

ひ ろ ば

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

45名 29名 ₄名 ₀名 ₀名 ₅名 ₆名 ₁名
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おしらせ

-1- 

 事  務  連  絡 

令 和 ６ 年 ２ 月 ８ 日 

 

地方獣医師会事務局  

担当役職員各位  

 

公益社団法人 日本獣医師会  

事  務  局  

 

 

獣獣医医療療証証明明様様式式等等のの頒頒布布価価格格のの改改定定ににつついいてて  

 

平素より本会事業にご理解とご協力を賜り厚く御礼申しあげます。 

さて、本会では獣医師・獣医療倫理向上対策事業により予防接種証

明書等の獣医療証明様式を地方獣医師会に対して頒布しているところ

ですが、近年の紙の材料価格上昇や受注量の減少傾向等の影響により

頒布価格の維持が困難となったことから、価格の見直しを行うことと

いたしました。 

つきましては、本年度の全国獣医師会事務・事業推進会議資料（別

添）にてご案内いたしましたとおり、獣医療証明様式の頒布価格を令

和６年４月１日（月）から改定させていただきますので、何卒よろし

くお願い申しあげます。 

 なお、送料及び梱包料については変更がないことを申し添えます。 

 

《注意》 

価格改定に伴い、令和５年度分の受注は、令和６年３月 22 日（金）

までとさせていただきます。 

 

本件に関するお問合わせ先  

公益社団法人 日本獣医師会 

担当：桒野・畠山・松岡  

TEL：03－3475－1601 
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※�令和₆年₄月₁日以降、埼玉県獣医師会の在庫がなくなり次第改定後の価格での販売となります。（埼玉県
獣医師会事務局）

別添
獣医療証明様式等の提供について

� 公益社団法人�日本獣医師会
� （令和₅年₇月21�日�現在）
１�獣医師・獣医療倫理向上対策事業

品名
頒布価格

現�在（税込） 令和₆年₄月～（税込）

予防接種証明書（Ａ様式） ���450円   550円

予防接種証明書（Ｂ様式）� 1,230円 1,540円

動物用医薬品指示書   900円 1,100円

広告

本社・工場／〒365-0038 埼玉県鴻巣市本町 4-3-23　TEL.048-541-5152

NO RESPONSE, NO DESIGN!
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※別添省略

畜安第１００２－３号 

令和６年１月２３日 

 

 公益社団法人 埼玉県獣医師会 

 会長 中村 滋 様 

 

埼玉県農林部畜産安全課長 

渡辺 志保（公印省略） 

 

 

   ランピースキン病防疫対策要領の策定について（通知） 

 

 日頃、本県の家畜衛生行政に御協力いただき、厚くお礼申し上げます。 

 ランピースキン病（以下、「本病」）は、牛及び水牛のウイルス性伝染性疾病で、

近年、アジア各国で発生が続いています。昨年１０月には、韓国において本病の

発生が初めて確認され、国内への侵入リスクが高くなっている状況にあります。 

 このため、本病の国内発生に備え、別添の農林水産省消費・安全局長通知（令

和６年１月２３日付け５消安第６１６９号）のとおり「ランピースキン病防疫対

策要領」（以下、「要領」）が策定されました。 

 つきましては、要領について貴会会員に周知いただくとともに、家畜防疫対策

の確認と徹底をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当：家 畜 衛 生 担 当  大 森 

電 話：０４８－８３０－４１７５ 

メール：a4170-01@pref.saitama.lg.jp 
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畜安第１１８９－２号 

令 和 ６ 年 ２ 月 ９ 日 

 公益社団法人 埼玉県獣医師会 

       会長 中村 滋 様 

 

 

埼玉県農林部畜産安全課長 

                            渡辺 志保（公印省略） 

 

   動物用医薬品等取締規則の一部を改正する省令の制定について（通知） 

 

 日頃より本県の家畜衛生行政に御理解、御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 この度、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第８３条第１

項の規定により読み替えて適用される同法第４４条第２項及び第４９条第１項の規定に基づき、

下記のとおり農林水産省令が公布、施行されました。 

 つきましては、貴会会員へ周知いただくとともに動物用医薬品の適切な使用について御協力

をお願いいたします。 

記 

 

１ 改正の内容 

性疾患に伴う食欲不振や体重減少を示す猫の体重増加に使用されるカプロモレリン酒石酸

塩を有効成分とする製剤の製造販売が承認されることに伴う当該製剤の要指示医薬品への

指定。 

また、薬事・食品衛生審議会の答申を踏まえて、カプロモレリン、その塩類及びそれらの

製剤（１mL 中カプロモレリン酒石酸塩として 20.0mg 以下を含有する内用剤を除く。）の

劇薬への指定。 

 

２ 施行期日 

  令和６年２月９日 

 

３ 今般承認される動物用医薬品の概要 

  販売名：エルーラ（エランコジャパン株式会社） 

  効能又は効果：慢性疾患に伴う食欲不振や体重減少を示す猫の体重増加 

（本製剤は１mL 中カプロモレリン酒石酸塩として 20.0mg 以下を含有する内用剤である

ことから、劇薬には該当しない。） 

 

 

担 当：家畜衛生担当 齊藤 

電 話：０４８-８３０-４１７５ 

メール：a4170-01@pref.saitama.lg.jp 
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※ポスターは開業部会各支部の皆様に同封しました。

 

５日獣発第 349 号 

 

 

地方獣医師会会長 各位 

 

公益社団法人 日 本 獣 医 師 会 

会 長  藏 内 勇 夫 

（公印及び契印の押印は省略） 

 

「狂犬病予防注射普及啓発ポスター」の送付について 

 

平素より狂犬病予防事業についてご指導、ご協力を賜り厚く御礼申しあげます。 

さて、本会では、国及び自治体が行う狂犬病予防に関する施策に協力し、犬の登録及び

狂犬病予防注射の重要性等に関する普及・啓発活動を実施しております。その一環とし

て、毎年、厚生労働省のご協力の下で標記ポスターを製作しているところです。 

狂犬病予防対策については、平成19年３月２日付け健発第0302001号により厚生労働

省健康局長から、都道府県知事及び政令市市長並びに特別区区長あてに、獣医師会と連

携・協力し、飼育犬の登録と予防注射の徹底を図る必要がある旨の通知がなされ（平成

19年３月２日付け18日獣発第244号にて地方会通知済）、獣医師会と自治体との間で地

域ネットワーク体制の整備が図られてきたところです。貴会においても、今後とも公衆

衛生の向上等を目的とする国の施策と密接に係る公益性の高い事業として位置づけ、更

なる積極的な事業運営に当たられたくお願いいたします。 

つきましては、本ポスター（令和６年度版）は２月26日頃を目途にお送りしますので、

貴会会員へ予防対策の普及・啓発のために配布いただきたくお願い申しあげます。 

なお、ポスターの大きさはＡ３サイズで製作していることを申し添えます。 

本件のお問合せ先 

公益社団法人日本獣医師会 

担当：桒野・畠山 

TEL：03－3475－1601 
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
５月

６月２１日（水）

北支部
「最近の感染症の話題と獣医療ネットワーク」
東京農工大学農学部付属感染症未来疫学研
究センター　水谷　哲也　先生
【Zoomにて開催】

７月
８月

９月３日（日） 令和５年度　関東・東京合同地区獣医師大会（埼玉）獣医学術関東・東京合同地区学会
（さいたま市　ソニックシティ）

１0月

１１月２9日（水）

東支部
「こんなことまでできる放射線治療～あな
たの知らない世界～」
どうぶつの総合病院　塩満　啓二郎　先生・
吉川　陽人　先生
（川口市　どうぶつの総合病院）

１２月₁日（金） 
 ～１２月３日（日）

令和５年度　日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（神戸市　神戸国際会議場）

１２月

令和６年
１月21日（日）

さいたま市支部
「犬猫の眼科診療について」
大宮クレールどうぶつ眼科　中泉　直樹　先生
（さいたま市　With Youさいたま）

１月30日（火）
農林支部
令和５年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会
（さいたま市　埼玉会館）

₂月₆日（火）
南支部
「犬猫の脳血管障害の診断と治療」
日本獣医生命科学大学　長谷川　大輔　先生
【Zoomにて開催】

２月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₂月25日（日）

西支部
「動物とヒトのコロナウイルスとワクチン
戦略」
京都大学医生物学研究所　宮沢　孝幸　先生
（川越市　東上パールビルヂング）

３月₆日（水）

北支部
「超音波検査で私達は何を見ているのか？
超音波物理学で理解するエコー源性の世界」
米国獣医放射線学専門医　村上　正紘　先生
【Zoomにて開催】

３月10日（日）
さいたま市支部
「犬猫の眼科診療について₂」
大宮クレールどうぶつ眼科　中泉　直樹　先生

（さいたま市　With Youさいたま）

３月２７日（水）

東支部
「こんなことまでできる放射線治療～あな
たの知らない世界～」
どうぶつの総合病院　塩満啓二郎　先生・
吉川陽人　先生
【Zoom配信】

令和₅年度埼玉県獣医師会学術広報版

（令和₆年₂月20日現在）
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ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/
ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

事　務　局　メ　モ

令和₆年
₁月30日 埼玉県家畜保健衛生業績発表会（さいた

ま市　埼玉会館）
₂月₆日 埼玉県獣医師会学術講習会（南支部担当

Web開催）
₂月14日 日本獣医師会ワンヘルスセミナー（東京

都港区　明治記念館）
₂月23日～
₂月15日

第20回日本獣医内科学アカデミー
学術大会（東京都千代田区　東京国際
フォーラム）

₂月25日 関東・東京合同地区獣医師会監査会・第
₃回理事会（さいたま市　ホテルブリラ
ンテ武蔵野）

₂月25日 埼玉県獣医師会学術講習会（西支部担当）
（川越市　東上パールビルヂング）

₂月28日 集合狂犬病予防注射資材売買契約会（さ
いたま市　埼玉県農業共済会館）

₂月29日 第₂回畜産懇話会・埼玉県畜産会第₄回
理事会（熊谷市　ホテルヘリテイジ）

₃月₆日 埼玉県獣医師会学術講習会（北支部担当
　Web開催）

₃月10日 埼玉県獣医師会学術講習会（さいたま市
支部担当）（さいたま市　With�Youさい
たま）

₃月13日 狂犬病予防委員会・班長会議（さいたま
市　埼玉県農業共済会館）

₃月22日 総務委員会（さいたま市　ソニックシティ）

₃月26日 第₆回・第₇回理事会（さいたま市　埼
玉県農業共済会館）

₃月27日 埼玉県獣医師会学術講習会（東支部担当
　Web開催）

₄月₇日 第₁回関東・東京合同地区理事会・幹事
会（群馬県高崎市　Gメッセ群馬）

₉月₁日 令和₆年度関東・東京合同地区獣医師大
会（群馬）・三学会（群馬県高崎市　Gメッ
セ群馬）

₉月20日 全国獣医師会会長会議（東京都港区　明
治記念館）

₉月21日 2024動物感謝デー�in�Japan（東京都世田
谷区　駒沢オリンピック公園

令和₇年
₁月24日 日本獣医師会獣医学術学会年次大会（宮

城県仙台市　仙台国際センター）

※　会報発送遅延のお詫び
　�　会報第724号（令和₆年₂月20日編集）につきましては、事務局の編集作業の遅れにより、発送が大幅に遅れてしまい
ました。このため、₃月₆日開催の学術講習会（北支部担当）、₃月10日開催の学術講習会（さいたま市支部担当）につ
きましては開催前に₂回目の掲載をすることができませんでした。また、₃月27日開催の学術講習会（東支部担当）につ
きましては開催間際での掲載になってしまいました。関係者の皆様にご迷惑をお掛けしたことをお詫び申し上げます。
� （事務局　鴻巣　泰）
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広告

飼い主の皆さまへ向けて

動画はこちら

明治アニマルヘルスは
狂犬病の予防啓発に取り組んでいます。

リーフレット
「狂犬病について考えてみよう」

アニメーション「狂犬病ワクチンを注射しましょう」　

※本剤は要指示医薬品であるので獣医師等の処方箋・指示により使用してください。

広告
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編　集　後　記

　節分の後、突然の雪で交通網がマヒし、帰宅

時や出勤時に困った方も多いと思います。早く

から降り出したためノーマルタイヤで身動きの

取れなくなった車やスリップ事故のため高速道

路はあちらこちらで閉鎖されました。やはり冬

場は雪には用心しておくに越したことはないで

すね。

　日本は災害列島だとよく言われ、毎年どこか

の地域で地震や水害などが起きておりますが、

穏やかな埼玉県に住んでいると災害への備えを

ついつい忘れがちです。天変地異などはいつ突

然襲ってくるかもわからず、先月号編集後記で

黎明氏が書かれた災害時の動物の救護や避難所

でのありかた、飼育者に常日頃から分かってお

いてもらいたいことなどを含め、いざと言う時

の連絡協力体制を獣医師会として整備推進して

いかなければならないということは会員の皆様

共通の認識であろうと思います。各支部や分会

によって、行政との話し合いなどされていると

ころもあろうかと思いますが、避難動物の受け

入れ体制には苦労されると思います。

　一般的に獣医師のクリニックは獣医師一人と

スタッフ数名で運営されているところが40％く

らいと聞いております。スペース、人員ともに

限られた中で、もし突然の災害に見舞われたり、

ペット連れの避難民を受け入れたりするような

事態になった時に、現在の会員動物病院だけで

果たして対応できるのだろうかという考えが頭

をよぎります。会としてはそのような事態も考

えて、更なる開業会員の獲得に力を注ぐ必要が

あると考えています。

　公益法人の趣旨に照らして一次病院、二次病

院等の区別なく、日ごろから協力し合い、賛助

会員の協力も得て、いざと言う時のための備え

をするのが会の務めではないでしょうか。

　幸い中村会長は、未曽有の被害に見舞われた

東日本大地震の際に、福島県双葉町から加須市

に避難された方々への対応に尽力された経験を

お持ちです。会長を中心に避難動物への対応を

議論し深めていくことになろうかと思います。

　話は変わりますが、私たち獣医師は関係する

諸法令の中で判断を求められることがあります。

過去には鳥獣法の関係で傷病鳥が違法猟具で傷

ついたものかの判断を警察から求められたこと

がありましたが、近ごろは動物愛護法の中で、

保護された動物が虐待されていた可能性の有無

について警察が獣医師に判断を求めるケースが

増えてきたように聞いております。このことに

ついては獣医師の判断が事件性がある無しの判

定にかかわることになりますので、警察から依

頼された動物病院は対応に苦慮されていると思

います。公益社団法人として、将来明確なガイ

ドラインを作成し、行政や警察との連携をする

必要があるかと思います。

　結びになりますが、₂月18日に開催された、

本会名誉会長　髙橋三男先生の旭日小綬章受章

祝賀会は盛大で、参加者の笑顔の絶えないとて

も和やかな会になりました。発起人代表の大野

知事は最後までお付き合いくださいました。そ

して多くの獣医師会会員の先生方には、おいで

いただき誠にありがとうございました。この場

をお借りして感謝申し上げます。� （燕雀）

20



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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